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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,00 43,20 +0,20 44,70 -1,50

USD / BRL Spot BRL 2,2766 2,3042 +0,0276 2,2290 +0,0752

USD / JPY Spot JPY 97,88 99,54 +1,66 99,66 -0,12

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 48.234 49.141 +907 47.230 +1.911

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 187,0 185,9 -1,1 188,5 -2,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 10,86 11,12 +0,26 11,06 +0,06

DI Future Apr14（金利先物） % 9,03 9,15 +0,12 9,19 -0,04

3 Months US Dollar Libor % 0,266 0,266 +0,000 0,273 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 283,9 285,1 +1,2 277,9 +7,2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年8月2日

Indicator Unit 7月31日

昨日のドルレアルスポット相場は、米中の良好な経済指標で総じてリスクオンとなったにもかかわらず
レアル安となる展開でした。朝方は前日の米緩和継続や中国のＰＭＩ指数が市場予想を上回ったこと等
から前日比レアル高の２．２７台前半で始まりましたが、米製造業ＩＳＭが非常に強い数字となったため
米緩和策縮小への思惑が再燃し２．２９台へドル高レアル安となりました。その後、前日に積極的なドル
売り介入を行った中銀からの動きがなかったことや７月の貿易統計が市場予想であった４億ドルの黒字に
対して１９億ドルの赤字となったことなどからレアル売りは継続し、結局２．３０台前半で引けています。

昨日のレアル相場はＦＯＭＣでの米緩和継続表明、良好な中国指標、中銀の積極的な介入姿勢を勘案
すればレアル高が進んでもおかしくない状況でしたが、直近レアル安値を再び伺う展開となりました。
短期的なレアル高の調整が入ってもいいタイミングでしたが米緩和策縮小へのマーケットの不安心理が
表れているということなのでしょう。マンテガ財務相は「米緩和策の見通しが明らかになるまでレアル相場
のボラタイルな状態は続く。」と発言し、レアル相場の動きを外部要因に転嫁して変動を許容しているよう
に見受けられます。マーケットは今後もレアル安圧力を保って不安定な展開が続くでしょう。
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